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早くも江戸時代後期には露出した石炭
層が発見され、明治になって採掘が本
格化。約百年にわたって良質の石炭を
産出し続けた。全島が採掘のための設
備と関係者の住宅などで構成され、高
層アパートがひしめきあう外観から、

「軍艦」の名が冠されるようになった。
　廃墟となったのは一九七四年の閉山
後。無人島となり、三十年以上雨風に
さらされ続けた。立ち入り制限が解除
され観光地化されたのはほんの五、六
年前のこと。アパート内部にはテレビ
や冷蔵庫、洗濯機といった昭和の利器
が当時のまま取り残されており、「タイ
ムカプセルだ！」「バトルシップ・アイ
ランドだ！」などとはやし立てられた
結果、一気に有名になった。
　もちろん興味は人それぞれでかまわ
ないのだが、この島のすごさはそんな
ところにあるのではない。この島に関
する限り、やはり操業期（特に草創期）
がおもしろいのだ。

まとめる最後のチャンス
　そこで写真集の編集にあたっては、
廃墟以降のものは採用せず、特に明治
期から戦前の写真など、歴史的に価値
の高いものを優先的に選んだ。次に、
過酷な採炭現場の写真はもちろん、東
京の十倍以上の人口密度を誇ったとい
う島内の生活、そして猛烈な高潮が島
を襲う光景など、人びとの営みにスポッ
トをあてて構成した。何よりこの島に
かつて人が暮らしていた事実をもう一
度実感してほしかったし、島出身の方々
が高齢となったいま、こうしたアーカ
イブをまとめる最後のチャンスと思っ
たのだ。
　ただ、案の定というべきか、全国紙
の書評をはじめ出足は好調だったもの
の、軍艦島の「ぐ」の字も出てこない
書名が災いしたのか低調をキープ（？）。
事情を知る同業者からも揶揄される始
末で、トホホである。

　去る七月八日、九州・山口を中心と
する幕末～明治期の産業施設がユネス
コ・世界文化遺産に正式登録された。
　今回登録されたのはまだ稼働中の施設
を含む計二十三件で、うち十六件が九州
に集中しているが、なかでも長崎市の沖
合に浮かぶ炭鉱の島・軍艦島は、今後最
も注目を浴びる施設になるだろう。
　わが社では昨夏、閉山四十周年を迎
えたこの島の操業当時の古写真を集め
た写真集『ＧＲＥＡＴ　ＨＡＳＨＩＭ
Ａ～大いなる端島』を出版。すでに昨
年から世界遺産候補となっているなか
での刊行だったので、駆け出しのわが
社としては正直、期するところがあっ
た。だから、今回の登録決定のニュー
スに接したときは、やはりホッとした
というのが本音だ。なぜって、まだそ
れなりに在庫を抱えているわけだし、
軍艦島の「本家」であった隣の島・高
島炭鉱の写真集だって刊行目前なの
だ！
　だが周知の通り、この軍艦島や高島
を含む一部の施設をめぐっては戦時中
の徴用問題がわだかまっており、のん
きに喜んでいられないのも事実。今回
のすったもんだも、結局政治決着なの
であって、このままではどうにもスッ
キリしない。
　スッキリしない理由は他にもある。
　まず軍艦島には操業当時の建物が廃
墟となって残されており、その一見お
どろおどろしい外観ゆえか、近年多く
の見学客で賑わってきたものの、一部
の建物は老朽化が目立ち、いつ崩落し
てもおかしくない状態。だが保存には
莫大な費用がかかる。そして何より、
いわゆる「廃墟ブーム」というものに、
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はじめからピンとこないのだ。
　よくご存じでない方のために、軍艦
島について簡単に説明しておこう。長
崎港から約二十キロの沖合に浮かぶ小
島で、正式名称は「端島（はしま）」。
今でも地元長崎市民や外国の観光客に
はむしろ「端島」のほうが通りが良い。

『ＧＲＥＡＴ　ＨＡＳＨＩＭＡ　～大いなる
端島』（忘羊社刊・本体価格２５００円）

写真集『ＧＲＥＡＴ　ＨＡＳＨＩＭＡ～大いなる端島』を出版
「廃墟」ではなく創業期こそおもしろい

『ＲＥＭＥＭＢＥＲ　ＴＡＫＡＳＨＩＭＡ
　～炭鉱遺産・高島閉山の記録』（忘羊社刊・
本体価格２７００円）
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　だがこれに懲りず、実はもう二冊、
関連書の出版を計画している。一冊は
先ほども述べた軍艦島の「本家」こと、
お隣の高島炭鉱の写真集。こちらはす
でに下版済みで、間もなく刊行予定。
　もう一冊がミソで、軍艦島草創期の
建築・土木にたずさわった技師たちに
ついての物語だ。とりわけ明治初期、
グラバーや後藤象二郎らの挫折後、経
営に乗り出した岩崎弥太郎の三菱が集
めた当時のエリート技師たちによって
この島がつくられていったのだが、彼
らの功績は、地元長崎市民はおろか建
築史や土木史の専門家の間ですら、ほ
ぼ忘れ去られているのだ（ちなみにわ
が国の活版印刷の父といわれる本木昌
造も、もとは三菱長崎造船所の技師だ）。
　辰野金吾や伊東忠太といった建築家
の名は残っているのに、なぜ土木家や
鉱山師の名は残らないのだろう？　そ
して、なぜ絶海の孤島に国内初の鉄筋
コンクリートマンションを建てること
ができたのだろう？
　逆にいえば、ここに近代（建築）史

が掘り下げてこなかった重要な「鉱脈」
が隠されているように思う。
　彼らの物語はすなわち、近代産業の
礎が築かれた時代の「現場」のドキュ
メントだ。むしろ世間の耳目が集まる

新刊ダイジェスト
※価格は税込（消費税率 8％）表示です。

　柳田國男が出版した、岩手県遠野の昔話を集
めた『遠野物語』と、本書の主題『後狩詞記』( の
ちのかりことばのき、1909 年）は、わが国民
俗学の出発点になったという。宮崎県椎葉村は
九州山地最奥にあり、焼畑農業をはじめ数々の
伝統的な風習が残る民俗の宝庫と言われ、「ひ
えつき節」の里でもある。『後狩詞記』は、こ
の椎葉村での猪猟など、狩り言葉や狩りの作法、
決まりについて当時の村長に書いてもらい、柳
田が編集し注を付す。著者の飯田は度々椎葉村
に滞在して狩りに同行し、『後狩詞記』の狩り

の内容が 100 年以上経た現在ではどう変化し
たかを詳細に比較検証していく。その結果は、
今も当時と変わらず、椎葉の狩りは趣味のハン
ティングでもなければ収入手段としての生業で
もない。狩りは共同体のすべてが参加する厳か
な神事、祭事である。だからこそ狩りは心底か
ら湧き上がる楽しみ、深い愉悦を伴うという。
山の神からの授かりものだけを少し狩るという
意味のタイトルに、その本質が凝縮されている。
◆ 2484 円・四六判・337 頁・鉱脈社・宮崎・
2015/6 刊・ISBN978-4-86061-585-7

『のさらん福は願い申さん』●飯田辰彦著

　鉄道に魅入られた人を鉄道マニアといいま
す。東京高裁判事まで勤め上げつつ日本中の鉄
道に乗りつくした著者も筋金入りの鉄道マニア
といえるでしょう。昭和 3 年生まれの著者が
生きてきた時代は、対外膨張から敗戦を経て戦
後復興へと続いていく激動の時代でした。幼
少期に乗っていた東京市電 ( 後の都電 ) は今や
すっかり姿を消し、寝台列車もいまや風前の灯
です。また戦時中から戦後の混乱期の記憶はと
りわけ暗い色に包まれています。軍事地帯では
ブラインドを下ろすことを強制され、機銃掃射

で九死に一生を得、家族の住む被爆地長崎へ向
かうときには客車でなく貨車に乗ることを余儀
なくされます。そして今、著者は沖縄に路面電
車を走らせるという夢を追っています。そんな
マニア人生から浮かび上がってくるのは鉄道の
記憶が乗務員や乗客等々多くの人の手によって
織り成されていること。だからこそ公共交通を

「生活文化」と呼びその可能性を探る著者の言
葉が重く響きます。
◆ 1944 円・四六判・209 頁・弦書房・福岡・
2015/5 刊・ISBN978-4-86329-117-1

『汽車ポッポ判事の鉄道と戦争』●ゆたかはじめ著

ようになった今こそ、こうした地味な
テーマの本を読者に届ける最良のチャ
ンスだと思っている。

《ふじむらおきはる・忘羊社（ぼうよう
しゃ）代表》 

『ＧＲＥＡＴ　ＨＡＳＨＩＭＡ　～大いなる端島』から、大正初期の端島。
すでに多くの島民が暮らしていたことがわかる。
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　人間の手のひらに隠れてしまうほど小さ
な鼻長ネズミが住んでいる森の動物たちは
余り仲が良くなかったが、みんなに仲良く
してほしい鼻長ネズミはごちそうを作って
みんなをもてなすことを思いつく。海辺で
コメとコウジを見つけ、お酒を作ろうと考
えた鼻長ネズミは両方の鼻の穴に二つの材
料を詰め、必死で海辺と家を往復。やっと
お酒が出来上がり、ワシとカラスを招待し
たのに、二羽はケンカを始めてしまう。果

たして鼻長ネズミの願いは叶うのだろうか。

　哺乳類学者の著者が野生動物研究で北海道各
地を歩いた時に耳にした数々のアイヌの昔話。
本書はその中から表題作を含め５話を紹介した
絵本。小さいながらもクマ退治に出かけるミソ
サザイ。互いの足を羨ましがり、とりかえっこ
したエゾシカとユキウサギなど、動物たちの行
動が微笑ましい。アイヌの知恵の神様と言われ
るフクロウが勇敢な動物たちを励ますのも印象
的。中国語訳付き。
◆ 1080 円・250 × 210mm・36 頁・澪標・大阪・
2015/5 刊・ISBN978-4-86078-299-3

『鼻長ネズミのお酒づくり』●前田　満著

　洞窟（ガマ）に水没、あるいは原野に
野ざらしにされたままの遺骨を 60 年近
く収集し続け、私設の戦争博物館を設立
した島民。オスプレイ配備反対の座り込
み住民の肖像を撮影する警察官。抗議住
民のカヌーをハブ取りの棒状のもので確
保する海上保安庁職員。平和行進を終え

誰もいなくなった浜で竜神様に祈りをささげる
オバー。1999 年から辺野古の日常を撮り続け
る豊里友行は、「沖縄県人としての血が呼んでい
るような感覚や感情を紐解くように私は、沖縄

を撮らされて行くし、魅せられている。私は、
沖縄に生きていて、お互いの人生に交わる時間
軸において、沖縄のアンマー（母）やオジーオ
バーなどの表情、ウチナーグチ（沖縄の言葉使
い）、無造作な所作にいたるまで写真に切り取る
べき瞬間にウムイ（想い）を馳せていく。」と語
る。縦 13 ×横 19cm、155 頁の小さな写真集が、
掌の中でずっしりと重い。この重さこそが、剥
き出しにされた沖縄の現実なのだと思う。
◆ 1080 円・四六判・154 頁・榕樹書林・沖縄・
2015/5 刊・ISBN978-4-89805-181-8

『辺野古　豊里友行写真集（増訂版）』●豊里友行著

　没後 88 年を迎える芥川龍之介。彼は二十歳
の頃、長崎を舞台にした「ロレンゾオの恋物語」

（本書収録）という短編を書いているが、この時、
芥川はまだ長崎へ行ったことはなかった。彼が
長崎を訪れたのは大正８年の５月と大正 11 年
の５月。旅行好きの芥川は京都と長崎をわけて
も好きな場所と挙げているが、この二ヶ所が芥
川作品の出典とした「今昔物語」や「南蛮キリ
シタン文献」の舞台だったからだと推測できる。
　長崎来訪時は地元の素封家永見徳太郎邸に宿
泊。最も愛した弟子と言われ、のちに郷土史家

として大成する渡辺庫輔や蒲原春夫とも出会
う。また芥川が描いた「河童屏風」を贈られた
ことで有名な芸妓照菊（杉本ワカ）の存在も大
きい。戦後の社会を生き抜いたこの長崎人４人
にもスポットを当て、芥川と長崎の関係を際立
たせていく。最初の切支丹物と言われる「煙草
と悪魔」など長崎を舞台とした作品５編も収録
し、それぞれの解説付き。
◆ 1296 円・四六判・260 頁・長崎文献社・長崎・
2015/5 刊・ISBN978-4-88851-237-4

『芥川龍之介の長崎』●新名規明著

　青森りんごは全国生産量の半分を占め、輸出
力の向上で、ブランドイメージを世界に浸透さ
せ、農業の活性化を促した優等生と称される。
中心地は津軽平野。中でも三方を山に囲われた
狭い傾斜地と台地に集中する。この地にりんご
がもたらされたのは明治初期、旧士族の土地活
用政策によるものであった。しかしそこは、必
ずしもりんご生産の最適地ではなかった。
　なぜなら、生育期に梅雨が重なる高温多湿で
病害虫多発の条件をもち、冬は豪雪による落果
や倒木・枝折れの発生、しかも大消費地に遠い。

だからこその品種改良、希少価値のある品種づ
くり、農園経営、生産者組合の結成、直接販売
など流通構造の変革、価格の適正評価、ブラン
ド化などあくなき挑戦とイノベーションがあっ
た。品種開発、栽培、流通、輸出、加工の立場
から、またサポート部門としての農機具・肥料・
農薬業者、研究者たちが、自分の考えと信念、
これからを語る。その矜持が書名に込められて
いる。
◆ 1296 円・Ａ５判・244 頁・弘前大学出版会・
青森・2015/5 刊・ISBN978-4-907192-31-0

『りんごをアップルとは呼ばせない　－津軽りんご人たちが語る日本農業の底力』●黄　孝春／平本和博著
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【雑誌】

◆ ｆ ａ ｕ ｒ ａ　４８　大橋　弘
一 編　 Ａ ４　80 頁　 １ ０ ２ ８
円　 ナ チ ュ ラ リ ー　［北海道］　
978-4-503-20563-6　15/06
◆あおもり草子　Ｎｏ．２３０　佐
藤　史隆編　Ａ４　48 頁　６００
円　企画集団ぷりずむ　［青森］　
978-4-503-20555-1　15/06
◆榛名団　１５号　富沢　智編　Ａ５
　88 頁　６４８円　榛名まほろば出
版　［群馬］　978-4-503-20579-7　
15/06
◆ＧＲＥＥＮ　ＲＥＰＯＲＴ　４２６
　 廣 瀬　 仁 編　 Ａ ４　192 頁　
２８００円　地域環境ネット　［埼玉］
　978-4-905457-58-9　15/06
◆ママともぷらす　東京ベイ・千葉版
　Ｎｏ．６５　赤星　恵美編　Ａ４　
88 頁　６００円　明光企画　［千葉］
　978-4-503-20570-4　15/06
◆ 子 ど も と 読 書　４１２号　親子
読書地域文庫全国連絡会編　Ａ５
　40 頁　５５０円　親子読書地
域文庫全国連絡会　［神奈川］　

978-4-907376-12-3　15/06
◆かまくら春秋　Ｎｏ．５４１　伊
藤　玄二郎編　Ｂ６　92 頁　３２０
円　かまくら春秋社　［神奈川］　
978-4-7740-0655-0　15/05
◆ く ら し と 教 育 を つ な ぐ　 Ｗ ｅ　
Ｎｏ．１９６　中村　泰子編　稲
邑　恭子編　Ａ５　80 頁　８６４
円　 フ ェ ミ ッ ク ス　［神奈川］　
978-4-903579-64-1　15/06
◆ Ａ Ｘ Ｉ Ｓ　Ｖｏｌ．１７６　
石 橋　 勝 利 編　 Ａ ４　128 頁　
１８００円　アクシス　［東京］　
978-4-503-20578-0　15/08
◆ オ ル タ　４６４　田中　滋編　
Ｂ ５　17 頁　 ３ ２ ４ 円　 ア ジ ア
太平洋資料センター　［東京］　
978-4-503-20580-3　15/06
◆ 口 承 文 芸 研 究　第３８号　日本
口承文芸学会編　Ａ５　238 頁　
２３７６円　岩田書院　［東京］　
978-4-503-20571-1　15/03
◆ 地 方 史 研 究　第３７５号　地方
史研究協議会編　Ａ５　139 頁　
１２３４円　岩田書院　［東京］　
978-4-87294-975-9　15/06
◆日本宗教文化史研究　第３７号　日

本宗教文化史学会編　Ａ５　120 頁
　２３７６円　岩田書院　［東京］　
978-4-503-20582-7　15/05
◆ 比 較 都 市 史 研 究　第３４巻　第
１号　鵜川　馨編　Ｂ５　52 頁　
３２４０円　岩田書院　［東京］　
978-4-503-20572-8　15/06
◆ 洋 学 史 学 会 研 究 年 報　洋学２２
（２０１４）　『洋学』編集委員会編　
Ａ５　221 頁　４３２０円　岩田書
院　［東京］　978-4-946540-22-6　
15/05
◆仏事　Ｎｏ．１７８　奥村　昇編　
Ａ４　124 頁　１６２０円　鎌倉新
書　［東京］　978-4-503-20581-0　
15/07
◆月刊住職　Ｎｏ．１９９　矢澤　澄
道編　Ａ５　199頁　１４０４円　興
山舎　［東京］　978-4-908027-08-6
　15/06
◆子どもの文化　Ｎｏ．５３０　片
岡　輝編　Ａ５　47 頁　３１３円
　子どもの文化研究所　［東京］　
978-4-503-20546-9　15/06
◆ｔｈｅ座　Ｎｏ．８３　小西　恵美
子編　Ｂ５　48頁　１０００円　こ
まつ座　［東京］　978-4-503-20573-5
　15/05
◆ｔｈｅ座　Ｎｏ．８４　小西　恵美
子編　Ｂ５　32 頁　９０１円　こま
つ座　［東京］　978-4-503-20574-2
　15/05
◆茶道の研究　Ｎｏ．７１５　三徳
庵編　Ａ５　78 頁　５４０円　三徳
庵　［東京］　978-4-503-20547-6　
15/06
◆Ｓｐｏｒｔｓ－Ｃａｒ　Ｒａｃｉｎ
ｇ　Ｖｏｌ．２１　鈴木　英紀編　Ａ

ジャンル別
新刊案内

2015 年 6 月 1 日〜 30 日
流通センター着

※各ジャンル内での出版社名は
所在地の北から南の順に並んでいます。 価格は税込（消費税率 8％）表示です。

流通センター

　日本がなぜ、産業革命を経験せず短期間で近
代国家の仲間入りをすることができたのか。そ
の理由の一つに、19 世紀の西洋文明で普及し
た蒸気船との邂逅があった。つまり、黒船来航
をきっかけに日本は、洋式海軍の創立と軍艦建
造に着手する。それは日本が欧米世界の「19
世紀グローバル化」の波に呑み込まれることを
意味した。明治維新はこのときから始まる。面
白いのは、蒸気機関の普及が、ヨーロッパと違っ
て日本は海から始まったことである。その原点
ともいえるのが、幕府の長崎海軍伝習所の開設

であった（1955 年）。伝習生は、オランダ教
師団から砲術・造船・航海術のほか高度な科学
技術や医学を学んだ。参加者は幕臣のみならず
諸藩の藩士も多数いた。伝習所はわずか３年半
で閉鎖されたが、習得した知識や技術は日本各
地へと広まっていき、明治期の基幹産業へと継
承されていく。本書は伝習所関係者 14 人の経
歴やエピソードを中心とした蒸気船からみた幕
末史である。
◆ 2376 円・四六判・297 頁・弦書房・福岡・
2015/5 刊・ISBN978-4-86329-119-5

『幕末の奇跡　－〈黒船〉を造ったサムライたち』●松尾龍之介著
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期間：2015 年 6 月 16 日〜 7 月 15 日

［出荷センター扱い］※価格は税込（消費税率 8％）表示です。

郵便販売のご注文方法

地
方
・
小
出
版
物
の
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。
綴
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
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(1)『あたしとあなた』2160 円・ナナロク社　(2)『本土の人間は知らないが、沖
縄の人はみんな知っていること』1404 円・書籍情報社　(3)『不登校は１日３分
の働きかけで９９％解決する』864 円・リーブル出版　(4)『老いと幼なの言うこ
とには』1620 円・小澤昔ばなし研究所　(5)『今、この本を子どもの手に』1080 円・
東京子ども図書館　(6)『熊野古道伊勢路を歩く』2160 円・サンライズ出版　(7)

『書生の処世』1620 円・本の雑誌社　(8)『明星』3240 円・ナナロク社　(9)『中
国の反外国主義とナショナリズム』3888 円・中国書店　(10)『徴兵体験　百人百話』
1620 円・１７出版　(11)『汽車ポッポ判事の鉄道と戦争』1944 円・弦書房　(12)

『美少年論』5184 円・佐賀新聞社

◎お名前、お届け先（郵便番号、住所）、
連絡先お電話番号、ご注文品の書誌名、
冊数の必要事項を明記のうえ、下記ま
でＦＡＸでご連絡ください。
◎送料は、冊子小包・メール便共実費
でお送りさせて頂きます。基本的にメー
ル便は、一冊２１０円でお送り致しま
す。（メール便の到着は、発送してから
３〜４日かかります。）お急ぎの方、そ
の他ご要望がございます場合はお気軽
に下記までお問い合せ下さいませ。
◎なお書籍お買上総計（税抜き価格）
が 5,000 円以上の場合は、送料をサー
ビスさせて頂きます。
★地方・小出版流通センター
ＦＡＸ：０３−３２３５−６１８２

以下ホームページ等でも各種情報提供を行なっております。ご利用ください。
ＵＲＬ：http://neil.chips.jp/chihosho/　　ツイッター公式アカウント：@local_small

ト  ピ  ッ  ク  ス ★★★

［三省堂書店神保町本店　センター扱い図書］※価格は税込（消費税率 8％）表示です。

［ジュンク堂書店池袋店　地方出版社の本—センター扱い図書］※価格は税込（消費税率 8％）表示です。

(1)『東京かわら版　７月号』432 円・東京かわら版　(2)『昭和プロレスマガジン
　３６』1000 円・昭和プロレス研究室　(3)『あたしとあなた』2160 円・ナナロ
ク社　(4)『本の雑誌　３８６号』840 円・本の雑誌社　(5)『古写真で読み解く福
岡城』1944 円・海鳥社　(6)『古本屋ツア－・イン・神保町』2160 円・本の雑誌
社　(7)『書生の処世』1620 円・本の雑誌社　(8)『本で床は抜けるのか』1728 円・
本の雑誌社　(9)『激辛数独１７』756 円・ニコリ　(10)『松江城』540 円・ハー
ベスト出版

(1)『東京の川を歩く』3024 円・さきたま出版会　(2)『不登校は１日３分の働きかけ
で９９％解決する』864 円・リーブル出版　(3)『日本サブカルチャーを読む』3024 円・
北海道大学出版会　(4)『氷川丸ものがたり』1512 円・かまくら春秋社　(5)『改訂　ジュ
ニア版　琉球・沖縄史』1620 円・編集工房東洋企画　(6)『琉球武術「首里手」の構
造解明』1620 円・琉球新報社　(7)『フィールドワーク心得帖　新版』1080 円・サン
ライズ出版　(8)『戦国大名』2200 円・忘羊社　(9)『奥多摩登山詳細図（西編）　雲取
山・三頭山・御前山・鷹ノ巣山　全１１２コース』950 円・吉備人出版　(10)『高尾山・
景信山　陣馬山　登山詳細図』823 円・吉備人出版　(11)『少年日本史』3240 円・皇
學館大學出版部　(12)『棟方志功の原風景』3456 円・津軽書房

売 行 良 好 書
▼昨年 10 月～ 11 月に倉吉市立図書館で
開かれた「ブックインとっとり 2014」に
出品展示された地方出版物の中から、第
28 回地方出版文化功労賞が選考され、先
日発表されました。今回は本賞の該当者
はなしとなりましたが、奨励賞や特別賞
を以下の作品が受賞しています。／奨励
賞：【古文書にみる会津藩の食文化】平井
美穂子著・歴史春秋社刊。選考理由…ハ
レの日ばかりではなくケの日の食事（下
級藩士や藩校での日々の食事など）も再
現されている。地域の文化を掘り起こし
皆と共有する…これぞ地方出版と言える。
／奨励賞：【基地で働く－軍作業員の戦後】
沖縄タイムス中部支社編・沖縄タイムス
社刊。選考理由…基地反対闘争などに比
べ、基地に直接関係した方々に関する類
書は少ない。また様々な職種の方の証言
があり、基地のシステムや側面が理解で
きる。そして現地にいなければ知り得な
いことや職場の雰囲気も口述されている。
／特別賞：【日露現場史　北方領土－終わ
らない戦後】本田良一著北海道新聞社刊。
選考理由…ロシア関係に関心を持つ複数
の審査員から深堀りされた内容に高い評
価があった。北方領土の今を理解し、将
来を考えるために役立つ資料。


